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一般社団法人日本パラ水泳連盟 

 

2022 年 3月 5日（土）～6日（日）2022 パラ水泳春季記録会における 
マデイラ 2022WPS 世界選手権大会 身体障がい日本代表選手の決定 

 
 
標記について、下記のとおり決定いたしましたので、お知らせいたします。 
 
選考の結果、日本代表選手は男子 5名、女子 5名の計 10名（保留選手 1名を除く）とし選手氏名は以
下のとおりです。 
*知的障がい（14クラス）選手の日本代表選手は、一般社団法人日本知的障害者水泳連盟が選考・発表い
たします。 
 
1. 東京 2020 パラリンピック競技大会でのメダル獲得種目に出場したことにより、日本代表選手に決
定した選手 
【男子：3名】 
選手名前 所属 該当種目 
木村 敬一 東京ガス 100mバタフライ S11 
鈴木 孝幸 GOLDWIN 50m自由形 S4、100m自由形 S4 
富田 宇宙 日体大大学院 100mバタフライ S11、200m個人メドレーSM11 
 

2. 当連盟の定める派遣標準記録を突破したことにより、日本代表選手に決定した選手 
【男子：1名】 
選手名前 所属 該当種目 
日向 楓 宮前ドルフィン 50mバタフライ S5 
 
【女子：4名】 
選手名前 所属 該当種目 
由井 真緒里 上武大学 200m自由形 S5、200m個人メドレーSM5 
小野 智華子 あいおいニッセイ 100m背泳ぎ S11 
宇津木 美都 大阪体育大学 100m平泳ぎ SB8 
辻内 彩野 三菱商事 50m自由形 S13、100m自由形 S13 
 

3. リレー代表選考により、日本代表選手に決定した選手 
【男子：1名】 
選手名前 所属 該当種目 
南井 瑛翔 近畿大学 混合 4x100mフリーリレー34ポイント 



 
【女子：1名】 
選手名前 所属 該当種目 
福田 果音 アクアダッシュ 混合 4x100mフリーリレー34ポイント 

 
4. 選考要件を満たしているが、世界パラ水泳連盟が定める世界選手権大会の参加資格（競技クラスステ
イタス）を現時点で満たしていないために保留選手とする選手 
【男子：1名】 
選手名前 所属 該当種目 
齋藤 元希 国士舘大学 PST 400m自由形 S13 
 

5. 不服申立てについて 
本選考結果について、不服申立てを行う場合は、2022年 3月 20日まで（本発表より2週間以内）
に登録団体責任者等を経由して当事者本人より理由を記載した書面と審査費用 3 万円を添えて、日
本パラ水泳連盟理事長宛に提出することで、不服申立てを行うことができます。 
不服申立てがあった場合は、不服審査会を設定し審査を行います。不服審査会には、当事者本人、
親権者、登録団体責任者が出席し、意見を述べることができます。不服申立てが認められた場合は、
審査費用は返還されるものとします。 
また、公益財団法人日本スポーツ仲裁機構が仲裁する範囲の不服申立ては、スポーツ仲裁規則に従
ってなされる仲裁により解決されるものとします。 

 
この決定情報は、日本パラ水泳連盟ホームページ（http://paraswim.jp）に掲載いたします。 


